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１．問題意識 

 

社会科では従来の知識注入型の授業構成を克服し,合理的意思決定や価値判断,未来予測を

する場面で市民的資質が発揮されることを目指し,その育成に向けて実践的な研究が行われて

いる。その実現のためには,個々の授業で習得される知識（個別具体的知識,説明的知識）が概

念的知識や理論に一般化・法則化されることが必要である。しかし,現場ではそのような授業は

あまり散見されず,定期試験や入学者選抜試験を考慮した知識注入型の授業が多く実践されて

いる。実際,筆者も大学院1年生の実習における授業実践で,授業者（筆者）の教え込みが発生す

る授業を実践してしまった。その理由としては,実習校の実態に応じ,生徒の姿に合わせた授業

構成が授業者主導の「解説」を中心とした知識注入型の授業であったからではあるが,社会科教

育の目指すべき方向と現場とのギャップを強く実感した。そして,その問題を解決するために,

生徒の主体的な思考を促しながら概念的知識を構築させることができる授業をしなければい

けないという意思が強くなった。 

では,現実的に「知識注入型」の授業を手放せない現場において,生徒の市民的資質を育成す

るために,主体的な思考を促しながら能動的に概念的知識を構築する授業をどのように目指し

ていけば良いのだろうか。 

本研究は以上の問題意識を原点としている。 

 

２．研究主題 

 

社会科の大目標は,「社会認識形成を通した市民的資質の育成」である。森分（2001）は,合

理的意思決定や実践的意思決定,市民的行動などいった市民的活動を行うためには市民的資質

の育成が必要であり,市民的資質を構成する社会認識体制を形成することが社会科にとって重

要であるとした。では,どのように社会認識をしていけばよいのだろうか。社会のしくみを認識

する方法として, 内田（1985）は,「概念装置」を自らの手で組み立て,それを認識の手段とし

て用いるとした。 

岩田（1994）は,社会科の授業において概念装置を作り上げ,社会がわかり,また論争問題を考

えて合理的意志決定能力を持った子どもを育てるために,概念探求過程と価値分析過程を組み

合わした単元を提唱した。米田（2011）は,岩田氏の概念探求過程,価値分析過程の授業構成理
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論を発展させ,社会認識形成の段階を「わかる過程（探究Ⅰ）」,その次の段階を「考える過程

（探究Ⅱ）」と位置づけた。 

また,山田（2015）は, 一つの理論を絶対視するのではなく,さまざまな科学的知識（社会諸

科学の視点と方法）を駆使し,多様な視点から柔軟な見方・考え方を育成することが重要である

とした。そして,授業において習得した理論が批判可能な状態で,しかも生徒の主体的な活動の

もとで修正できるものになっていなければならないとした。 

以上を踏まえ,「解説型」の授業における受動的な学びに慣れている生徒に対して,そのよう

な授業構成から少しずつ脱却し,将来の社会生活に使うことのできる力を身につけるために,

「生徒の主体的な思考を促す手立て」を軸に授業を構成し,「概念的知識の構築」を目指した授

業実践を行なった。 

 
３．本研究の対象と方法 

 

本研究では, 筆者が授業者として行なった, 2023年 9月実施の地理的分野「世界の諸地域 

ヨーロッパ州」（全５時×３クラス）, 2024年 6月実施の地理的分野「日本の地域的特色 自

然環境」（全６時×３クラス）, 2024年 9月実施の歴史的分野「欧米の進出と日本の開国」（全

４時×３クラス）の計 45時間の授業実践を対象とした。 

そして, 各単元において単元を貫く問いを設定し, その問いの解の記述分析を行なった。 

 

４．本研究の成果と課題 

 

本研究の成果は二点ある。一点目は,生徒の主体的な思考を促しながら概念的知識を構築さ

せるために,生徒の情意や社会認識に対して働きかける授業者の手立てを明確にできたことで

ある。用いた手立ては,「①発問,②視点,③既習知識の活用」の三つである。 

二点目は,基本学校実習Ⅱ,発展課題実習Ⅰ,発展課題実習Ⅱにおいて,多くの授業実践を行

う機会をいただいたことにより,PDCA サイクルを取り入れた授業改善を行えたことである。こ

のサイクルを取り入れながら授業を実践できたことにより,自らの実践力は大きく向上した。 

本研究の課題は,発問の切実性と生徒の実態（文脈）をどう両立させるかである。発問の切実

性を意識することによって生徒の主体的な学びを期待することができるが,一方でその設定が

全ての生徒に適合するわけではない。本研究では,それを「切実である」でなくても,「切実に

なる（切実になっていく）」ことで生徒の思考が促せるのではないかと仮定した。しかし,生徒

の学びの動機として,発問が「切実である」ことはいうまでもなく必要である。そして,そのな

かでは生徒の実態（文脈）を欠かすわけにはいかない。そのため,そのバランスをどのように取

っていき,学びを支えていくかが課題である。 

また,本研究においては,概念的知識の構築,つまりは「社会認識の形成」に注力し,それを市

民的資質として発揮する場面（市民的活動）につなげることはできなかった。そのため,社会認

識だけでなく,資質・能力を含めて,市民的活動につなげていくためにはどのように授業を構成

し,授業者としてどのような手立てを用いていけば良いのかを明らかにすることが今後の課題

である。 
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